
 
「秋田県月間地震概況」利用の手引き 

 

 

 「秋田県月間地震概況」（以下、地震概況）は、１ヶ月間の地震活動状況を「震央分布図」、「地

震概況」、「断面図」、「秋田県で震度１以上を観測した地震の表」の各項目で記し、最後に地震や津

波、火山などに関する解説や、気象庁で行っている業務等を簡潔に紹介する「防災メモ」を加えた

資料です。最近２年間の地震概況は、秋田地方気象台のホームページで公表しています。 
 
【震央分布図および概況】 

震央とは、震源の真上にあたる地表に投影した点のことで、震源要素別に震央をプロットした

図を震央分布図といいます。個々の地震の震源要素は、地図上のシンボルマークの位置により震

央の位置を、大きさにより「地震の規模（マグニチュード：以下、Ｍ）」を、色・形により「震

源の深さ」をそれぞれ表しています。この図から地震の空間的分布、活動の状況（発生場所・発

生頻度）などを見ることができます。 
概況では秋田県内で震度１以上を観測した地震や注目した地震について概略を説明し、震央分

布図のシンボルマークに発生日時と震源の深さ、Ｍを記入します。また、特徴的な地震活動等に

は印（図中ａのように）を付け、概況欄で説明します。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ①地図の縮尺に合わせたスケール 
   ②図にプロットしている地震の数 

③シンボルマークの大きさは、Ｍの大きさ 
   ④シンボルマークの色・形は震源の深さ（単位、㎞）を表わす 
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図１ 震央分布図 
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【断面図】 
  震央分布図で表示した範囲を、Ａ点とＢ点の結線を断面として震源の深さの分布を投影した図

が断面図です。投影面を単純に東西方向ではなく、斜めにしているのは太平洋プレートが陸のプ
レートの下に沈み込んでいく方向に沿うように設定しているためです。 

断面図は、縦軸で地表を０㎞とした震源の深さ、シンボルマーク（○）の大きさでＭを表わし

ています。下の例では断面図の震源分布から太平洋プレートの沈み込みに沿って地震が発生して

いる様子や、沈み込んでいく過程で震源の分布が２列になっている様子（二重地震面と呼ばれて

いる）が明瞭に表示されています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
【秋田県で震度１以上を観測した地震の表】 

秋田県内の震度観測点で、震度１以上を観測した地震の一覧表です。地震が発生した時刻、

震央地名、震源の緯度・経度、深さ、Ｍおよび観測された震度と観測地点名を表記しています。 

 

【防災メモ】 

地震、津波、火山の防災に関する知識について掲載します。また、気象庁の地震、津波、火

山業務などに変更があった場合などはその内容について解説、お知らせします。 

図２ 震央分布図  地震概況には左側の青枠内の領域を表示している 

図３ 断面図  図２の直線 A-B を断面として投影した図  
          地震概況には、左側の青枠内の領域を表示している 
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